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安川社長

英
Ａ
Ｚ
開
発
中
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

治
験
再
開

ま
ず
英
で

患者エンゲ
ージメント

高
度
化
シ
ス
テ
ム
開
発
へ

Ｄ
Ｘ
支
援
事
業
に
参
入

メ
ド
レ
ー

子

会

社

宇賀神社長

創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
買
収

米ギリアド

Ａ
Ｄ
Ｃ
獲
得

が
ん
分
野
強
化

慶大

未
分
化
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

選
択
的
除
去
に
成
功

自
家
培
養
口
腔
粘
膜

上
皮
を
承
認
申
請

Ｊ
�
Ｔ
Ｅ
Ｃ

シ ン
バ イ オ

「
ト
レ
ア
キ
シ
ン
」自
販
へ

エ
ー
ザ
イ
か
ら
承
継
開
始

貼
る
ト
ロ
ー
チ

新
風
味
を
追
加

大
鵬
薬
品

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
は
、
細
胞
治
療
薬

や
遺
伝
子
治
療
薬
の
研
究
開
発
を
加
速

す
る
。
細
胞
医
療
で
は
量
産
可
能
な「
既

製
品
」
の
治
療
薬
を
開
発
し
、
商
用
レ

ベ
ル
の
Ｇ
Ｍ
Ｐ
製
造
も
可
能
な
新
施
設

が
米
国
で
稼
働
し
始
め
た
。
遺
伝
子
治

療
も
、
先
ご
ろ
買
収
し
た
米
企
業
の
製

造
施
設
や
開
発
品
を
取
り
込
ん
で
本
格

参
入
す
る
。
治
験
薬
段
階
か
ら
商
用
レ

ベ
ル
ま
で
細
胞
・
遺
伝
子
治
療
薬
を
製

造
で
き
る
基
盤
が
整
い
、
ア
ス
テ
ラ
ス

が
「
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
か
、
そ
こ
に

近
い
と
こ
ろ
に
い
る
」（
安
川
健
司
社
長

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
自
信
を
み
せ
て
い
る
。

細
胞
治
療
薬
で
は
、
中
核

拠
点
で
あ
る
米
子
会
社
「
Ａ

Ｉ
Ｒ
Ｍ
」（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
ボ
ス
ト
ン
）
で
今
夏
、

新
た
な
製
造
設
備
が
稼
働
し

始
め
た
。
も
と
も
と
治
験
薬

製
造
に
対
応
し
た
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
が
３
つ
あ
っ
た
が
、

７
つ
に
増
え
、
初
期
の
商
用

レ
ベ
ル
の
Ｇ
Ｍ
Ｐ
製
造
も
可

能
に
な
る
。
約
１
４
０
億
円

投
じ
た
。
研
究
開
発
か
ら
商

用
製
造
ま
で
シ
ー
ム
レ
ス
な

基
盤
が
整
い
、
開
発
品
の
創

薬
概
念
の
有
効
性
を
確
認
す

る
Ｐ
Ｏ
Ｃ
（
プ
ル
ー
フ
・
オ

ブ
・
コ
ン
セ
プ
ト
）
獲
得
ま

で
の
開
発
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

が
期
待
さ
れ
る
。

ア
ス
テ
ラ
ス
が
細
胞
医
療

で
目
指
す
の
は
、
患
者
自
身

で
は
な
く
他
家
由
来
の
多
能

性
幹
細
胞
を
使
っ
て
大
量
生

産
す
る
「
オ
フ
ザ
シ
ェ
ル
フ

（
既
製
品
）」の
細
胞
治
療
薬
。

眼
科
分
野
の
細
胞
治
療
薬
を

開
発
し
て
い
た
米
オ
カ
タ

（
２
０
１
５
年
）、免
疫
拒
反

応
を
起
こ
さ
な
い
細
胞
治
療

薬
の
遺
伝
子
編
集
技
術
を
持

つ
米
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
セ
ル

ズ
（
１８
年
）
を
買
収
し
て
、

本
格
参
入
へ
の
足
場
を
築
い

て
き
た
。

最
も
開
発
が
進
ん
で
い
る

網
膜
色
素
上
皮
細
胞
「
Ａ
Ｓ

Ｐ
７
３
１
７
」
は
、
萎
縮
型

加
齢
黄
斑
変
性
治
療
薬
と
し

て
米
国
で
第
１
ｂ
／
２
相
臨

床
試
験
段
階
。「
既
製
品
」
の

細
胞
治
療
薬
は
実
用
化
さ
れ

た
前
例
が
な
い
た
め
、
商
用

グ
レ
ー
ド
に
も
対
応
で
き
る

製
造
の
規
格
・
試
験
法
な
ど

を
米
国
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ

Ｄ
Ａ
）
と
協
議
し
な
が
ら
作

り
上
げ
て
き
た
。
安
川
社
長

は
、「
当
局
に
納
得
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
提
案
を
し
、
合

意
さ
れ
た
。
こ
れ
は
最
大
の

ス
テ
ッ
プ
」
と
話
し
、
世
界

１
番
手
で
の
実
用
化
に
意
欲

を
示
し
た
。

遺
伝
子
治
療
も
、
企
業
買

収
で
基
盤
を
作
る
。
今
年
１

月
、
ア
デ
ノ
随
伴
ウ
イ
ル
ス

（
Ａ
Ａ
Ｖ
）
を
用
い
た
遺
伝

子
治
療
薬
を
開
発
し
て
い
た

米
オ
ー
デ
ン
テ
ス
・
セ
ラ
ピ

ュ
ー
テ
ィ
ク
ス
を
約
３
２
０

０
億
円
で
買
収
。
同
社
は
開

発
候
補
品
６
品
や
Ａ
Ａ
Ｖ
技

術
に
加
え
て
、
商
用
生
産
も

可
能
な
Ｇ
Ｍ
Ｐ
製
造
設
備
が

あ
る
。
こ
の
設
備
を
活
用
し

て
、「
臨
床
試
験
に
使
え
る
グ

レ
ー
ド
の
製
造
が
で
き
な
い

た
め
足
踏
み
し
て
い
た
」（
安

川
社
長
）
と
い
う
ア
ス
テ
ラ

ス
由
来
の
遺
伝
子
治
療
薬
の

開
発
も
加
速
す
る
考
え
。

オ
ー
デ
ン
テ
ス
品
で
最
も

開
発
が
進
ん
で
い
た
小
児
の

希
少
疾
病
に
対
す
る
遺
伝
子

治
療
薬
「
Ａ
Ｔ
１
３
２
」
は
、

米
国
の
臨
床
試
験
で
死
亡
例

が
複
数
報
告
さ
れ
、
試
験
を

中
断
し
て
い
る
。
当
初
は
今

年
の
中
ご
ろ
に
承
認
申
請
す

る
計
画
だ
っ
た
。
安
川
社
長

は
、「
ま
ず
は
試
験
中
断
の
解

除
に
向
け
て
調
査
を
進
め

る
。
き
ち
ん
と
し
た
デ
ー
タ

で
わ
れ
わ
れ
の
解
釈
を
当
局

に
提
出
し
、
当
局
に
納
得
し

て
も
ら
え
る
か
が
次
の
ス
テ

ッ
プ
に
な
る
」
と
話
し
、
同

剤
の
開
発
を
継
続
す
る
考
え

を
示
し
た
。

英
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
（
Ａ

Ｚ
）
は
、
開
発
中
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

「
Ａ
Ｚ
Ｄ
１
２
２
２
」
の
英

国
で
の
臨
床
試
験
を
再
開
し

た
と
発
表
し
た
。
有
害
事
象

の
疑
い
が
あ
る
症
例
が
報
告

さ
れ
た
た
め
、
全
世
界
で
の

臨
床
試
験
を
中
断
し
て
き

た
。
外
部
の
独
立
委
員
会
に

よ
る
調
査
の
結
果
、
試
験
を

再
開
し
て
も
よ
い
と
判
断
さ

れ
た
。
報
告
さ
れ
た
症
例
の

病
名
や
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果

関
係
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。

英
国
で
行
っ
て
い
た
第
３

相
臨
床
試
験
（
Ｐ
３
）
で
原

因
不
明
の
症
状
が
報
告
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
詳
細
を
確

認
す
る
た
め
今
月
６
日
か
ら

す
べ
て
の
臨
床
試
験
で
ワ
ク

チ
ン
投
与
を
自
主
的
に
中
断

し
て
い
た
。
第
三
者
機
関
で

あ
る
独
立
委
員
会
に
よ
る
調

査
の
結
果
、
英
国
で
の
試
験

を
再
開
し
て
差
し
支
え
な
い

と
判
断
さ
れ
、
英
国
医
薬
品

・
医
療
製
品
規
制
庁
（
Ｍ
Ｈ

Ｒ
Ａ
）
も
再
開
を
認
め
た
。

英
国
の
試
験
再
開
を
受
け

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
薬
事
当
局

も
同
日
、
同
国
で
の
Ｐ
３
再

開
を
認
め
た
。
イ
ン
ド
血
清

研
究
所
も
、
現
地
当
局
の
許

可
が
下
り
次
第
、
再
開
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。

Ａ
Ｚ
日
本
法
人
に
よ
る

と
、
英
国
の
調
査
結
果
と
試

験
再
開
を
ふ
ま
え
、
日
本
で

も
再
開
に
向
け
て
医
薬
品
医

療
機
器
総
合
機
構
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ａ
）
と
の
協
議
を
進
め
て
い

く
方
針
。
日
本
で
は
８
月
末

に
Ｐ
１
／
２
を
始
め
た
と
こ

ろ
だ
っ
た
。

英
Ａ
Ｚ
は
、
今
回
調
査
対

象
と
な
っ
た
症
例
の
詳
細
に

つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。
海
外
報
道
で
は
、
脊

髄
（
せ
き
ず
い
）
で
炎
症
を

起
こ
す
神
経
障
害
「
横
断
性

脊
髄
炎
」
を
発
症
し
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
手
が

け
る
医
療
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
メ
ド
レ
ー
は
、
製
薬
を
は

じ
め
と
し
た
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
変
革

（
Ｄ
Ｘ
）
を
支
援
す
る
。
第

１
弾
と
し
て
患
者
が
治
療
に

積
極
的
に
加
わ
り
、
病
院
な

ど
が
よ
り
良
い
医
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
す
る
「
患
者

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
の
高

度
化
に
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
す
る
。
来
年
早
々
に

も
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
準
備

し
、
企
業
・
業
界
に
広
く
連

携
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

メ
ド
レ
ー
は
、
製
薬
企
業

や
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
活
用

支
援
を
目
的
と
す
る
子
会
社

Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
（
メ
ッ
ズ
）
を
８

月
に
設
立
し
、
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
業
界

向
け
Ｄ
Ｘ
支
援
事
業
に
参
入

す
る
こ
と
と
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
な
ど
の
医
療
事
業

基
盤
（
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
）

を
有
す
る
メ
ド
レ
ー
の
強
み

を
生
か
し
、
国
内
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
業

界
で
も
高
ま
る
Ｄ
Ｘ
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
の
が
狙
い
だ
。

取
り
組
み
は
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
を

通
じ
て
実
施
し
、
ま
ず
行
う

の
が
患
者
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
役
立
つ
新
シ
ス
テ
ム
の

開
発
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
・
技
術

を
使
い
、
患
者
が
治
療
を
続

け
や
す
く
し
た
り
、
き
ち
ん

と
服
薬
で
き
る
よ
う
に
し
た

り
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
盛

り
込
む
。
幅
広
い
疾
患
に
対

応
し
た
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
モ

デ
ル
に
し
た
い
」（
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｓ

の
宇
賀
神
史
彦
社
長
）
と
し

て
い
る
。

症
状
の
入
力
、
服
薬
の
状

況
と
い
っ
た
疾
患
管
理
を
軸

に
構
成
し
、
疾
患
ご
と
に
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
最
適
な
入
力

画
面
を
設
計
す
る
。
診
療
履

歴
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
レ

コ
ー
ド
（
Ｐ
Ｈ
Ｒ
）
と
呼
ば

れ
る
個
人
健
康
管
理
情
報
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要

な
た
め
、
メ
ド
レ
ー
が
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
事
業
で
得
た
知

見
や
デ
ー
タ
も
反
映
し
、
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
強
み
を
発
揮

で
き
る
と
み
て
い
る
。
製
薬

企
業
と
協
力
し
、
具
体
的
な

シ
ス
テ
ム
の
内
容
を
固
め
て

い
く
。

宇
賀
神
社
長
は
、
患
者
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
新
シ
ス

テ
ム
に
関
し
て
「
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
に
近
い
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
」
と
意
気
込
む
。
年
明

け
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
立
ち
上

げ
後
、
実
際
の
運
用
状
況
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
改
良
を
加

え
、
よ
り
高
精
度
な
シ
ス
テ

ム
と
し
て
い
く
。
今
後
、
ゲ

ー
ム
や
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
な

ど
を
用
い
た
デ
ジ
タ
ル
・
セ

ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ス
（
治
療
）

の
実
装
支
援
な
ど
に
も
事
業

を
展
開
し
て
い
く
方
針
だ
。

（
吉
水
暁
）

米
ギ
リ
ア
ド
・
サ
イ
エ
ン

シ
ズ
は
１３
日
、
創
薬
ベ
ン
チ

ャ
ー
の
米
イ
ミ
ュ
ノ
メ
デ
ィ

ク
ス
を
買
収
す
る
と
発
表
し

た
。
取
得
額
は
約
２
１
０
億

�
（
約
２
兆
２
３
０
０
億
円
）

で
、
直
近
の
株
価
よ
り
２
倍

以
上
の
水
準
。
同
社
は
抗
体

薬
物
複
合
体
（
Ａ
Ｄ
Ｃ
）
製

剤
を
研
究
開
発
し
て
お
り
、

乳
が
ん
治
療
薬
と
し
て
先
ご

ろ
米
国
承
認
さ
れ
た
新
薬
な

ど
が
あ
る
。
ギ
リ
ア
ド
は
大

型
化
が
期
待
さ
れ
る
Ａ
Ｄ
Ｃ

製
剤
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
開
発

し
、が
ん
分
野
を
強
化
す
る
。

ギ
リ
ア
ド
が
イ
ミ
ュ
ノ
メ

デ
ィ
ク
ス
の
全
株
式
を
取
得

す
る
こ
と
で
正
式
合
意
し

た
。
取
得
額
は
１
株
当
た
り

８８
�
で
、
直
近
の
終
値
よ
り

２
倍
以
上
高
い
水
準
。
年
内

に
手
続
き
完
了
の
予
定
。

買
収
の
狙
い
は
、
イ
ミ
ュ

ノ
メ
デ
ィ
ク
ス
が
創
製
し
た

ト
リ
プ
ル
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
乳
が

ん
（
Ｔ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
）
治
療
薬
「
サ

シ
ツ
ズ
マ
ブ
・
ゴ
ビ
テ
カ

ン
」。Ｔ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
や
肺
が
ん
な

ど
の
細
胞
上
に
過
剰
発
現
す

る
た
ん
ぱ
く
質
「
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｐ

２
」
に
結
合
す
る
抗
体
と
抗

が
ん
剤
を
結
合
し
た
Ａ
Ｄ
Ｃ

製
剤
。
今
年
４
月
に
Ｔ
Ｎ
Ｂ

Ｃ
治
療
薬
と
し
て
米
国
で
迅

速
承
認
さ
れ
た
。
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｐ

２
を
標
的
に
し
た
Ａ
Ｄ
Ｃ
製

剤
で
は
１
番
手
に
な
る
。
ほ

か
の
が
ん
種
に
対
す
る
臨
床

試
験
や
他
剤
と
の
併
用
試
験

も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ギ
リ

ア
ド
傘
下
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に

開
発
が
加
速
す
る
見
込
み
。

Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
２
標
的
の
Ａ
Ｄ

Ｃ
で
は
、
第
一
三
共
も
肺
が

ん
、
Ｔ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
治
療
薬
と
し

て
「
Ｄ
Ｓ
�
１
０
６
２
」
を

開
発
中
。
先
ご
ろ
英
ア
ス
ト

ラ
ゼ
ネ
カ
と
共
同
開
発
・
商

業
化
す
る
提
携
を
結
び
、
追

い
上
げ
を
図
っ
て
い
る
。

ギ
リ
ア
ド
は
近
年
、
買
収

で
が
ん
分
野
を
強
化
。
約
３

年
前
に
Ｃ
Ａ
Ｒ
�
Ｔ
療
法
剤

を
開
発
し
て
い
た
米
カ
イ
ト

・
フ
ァ
ー
マ
、
今
年
は
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤

を
開
発
し
て
い
た
米
フ
ォ
ー

テ
ィ
ー
セ
ブ
ン
も
買
収
し
て

い
る
。

慶
応
義
塾
大
学
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
脂
質
解
析
事
業
な

ど
を
展
開
す
る
リ
ピ
ド
ー
ム

ラ
ボ
（
秋
田
市
）
と
共
同
で
、

ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
（
人
工
多

能
性
幹
細
胞
）
由
来
の
分
化

細
胞
集
団
か
ら
臨
床
応
用
の

課
題
と
な
っ
て
い
た
腫
瘍
化

の
原
因
と
な
る
未
分
化
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
を
高
効
率
に
取
り
除

き
、
よ
り
安
全
性
を
高
め
た

移
植
用
細
胞
の
作
製
に
成
功

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に

お
け
る
再
生
医
療
の
実
現
を

大
き
く
加
速
す
る
成
果
と
い

え
そ
う
だ
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
今
回
、

ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
脂
肪
酸

の
合
成
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
見
い
だ
し
、
同

細
胞
の
増
殖
と
生
存
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
性

質
を
利
用
し
、
肥
満
治
療
薬

と
し
て
米
食
品
医
薬
品
局

（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
に
認
可
さ
れ
て

い
る
「
オ
ル
リ
ス
タ
ッ
ト
」

を
用
い
て
脂
肪
酸
合
成
を
阻

害
。
そ
の
結
果
、
腫
瘍
形
成

の
原
因
と
な
る
未
分
化
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
だ
け
を
選
択
的
に
死

滅
さ
せ
、
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

か
ら
分
化
し
た
心
筋
細
胞
や

神
経
細
胞
な
ど
の
分
化
し
た

細
胞
だ
け
を
生
き
た
ま
ま
選

別
す
る
手
法
の
確
立
に
こ
ぎ

着
け
た
と
い
う
。

ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
理
論

的
に
体
を
構
成
す
る
す
べ
て

の
細
胞
種
に
分
化
で
き
る
多

能
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
体

外
で
作
製
し
た
治
療
細
胞
を

体
内
に
移
入
す
る
再
生
医
療

の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
ヒ

ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
目
的
と
す

る
細
胞
に
分
化
誘
導
す
る
こ

と
は
困
難
で
、
分
化
で
き
な

か
っ
た
細
胞
の
な
か
に
腫
瘍

形
成
の
原
因
と
な
る
細
胞
が

残
存
し
て
し
ま
う
こ
と
が
一

つ
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

米
医
療
機
器
大
手
の
ボ

ス
ト
ン
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

フ
ィ
ッ
ク
の
日
本
法
人

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
脳

卒
中
予
防
の
セ
ミ
ナ
ー
を

こ
の
ほ
ど
開
催
し
た
。
日

本
心
血
管
イ
ン
タ
ー
ベ
ン

シ
ョ
ン
治
療
学
会
認
定
医

で
、
小
倉
記
念
病
院
循
環

器
内
科
副
部
長
の
福
永
真

人
氏
、
心
臓
病
や
脳
卒
中

に
詳
し
い
東
邦
大
学
医
療

セ
ン
タ
ー
大
橋
病
院
循
環

器
内
科
原
英
彦
准
教
授
が

登
壇
。
心
房
細
動
に
よ
る

脳
卒
中
リ
ス
ク
の
増
加

と
、
脳
卒
中
予
防
に
お
け

る
左
心
耳
閉
鎖
の
有
用
性

な
ど
を
解
説
し
た
。

脳
卒
中
の
多
く
は
、
心

臓
で
で
き
た
大
き
な
血
栓

が
脳
に
流
れ
、
太
い
血
管

を
詰
ま
ら
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。

血
栓
形
成
の
ト
リ
ガ
ー
と

な
る
心
房
細
動
は
、
加
齢

と
と
も
に
発
症
し
や
す
く

な
り
、
脳
卒
中
発
症
の
リ

ス
ク
が
一
般
の
人
と
比
べ

て
５
倍
も
高
く
な
る
。
脳

卒
中
は
寝
た
き
り
の
原
因

第
１
位
、
認
知
症
の
原
因

第
２
位
で
あ
り
、
健
康
寿

命
を
延
ば
す
う
え
で
心
房

細
動
に
よ
る
脳
卒
中
予
防

は
非
常
に
重
要
に
な
る
。

現
状
、
血
栓
形
成
の
予

防
に
は
、
抗
凝
固
薬
を
服

用
す
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
出
血
の
リ
ス
ク
が
高

く
身
体
的
な
負
担
に
な
る

ほ
か
、
そ
も
そ
も
薬
が
合

わ
ず
治
療
で
き
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
長
期
の
服
薬

は
経
済
的
負
担
も
大
き

く
、
継
続
が
難
し
い
人
も

い
る
。

こ
の
病
気
に
対
応
す
る

た
め
、
ボ
ス
ト
ン
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
は
左
心

耳
を
閉
鎖
す
る
デ
バ
イ
ス

「
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」

を
開
発
し
た
。
外
科
的
手

術
で
血
栓
の
で
き
や
す
い

左
心
耳
を
塞
げ
る
た
め
、

抗
凝
固
薬
を
服
用
で
き
な

い
患
者
も
治
療
が
で
き
、

出
血
の
リ
ス
ク
も
高
確
率

で
抑
え
ら
れ
る
。

福
永
氏
は
、
左
心
耳
閉

鎖
術
は
出
血
リ
ス
ク
が
高

い
、
も
し
く
は
大
出
血
を

経
験
し
た
患
者
に
推
奨
で

き
る
と
言
及
。
原
氏
は
、

服
薬
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の

質
）
低
下
が
課
題
だ
っ
た

が
、
左
心
耳
閉
鎖
術
で
解

消
さ
れ
る
と
話
し
た
。

富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ル
ー
プ

で
再
生
医
療
事
業
を
手
が
け

る
ジ
ャ
パ
ン
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ

・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
Ｊ
�

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）は
１４
日
、
角
膜
上
皮

幹
細
胞
疲
弊
症
の
治
療
を
目

的
と
し
た
再
生
医
療
等
製
品

で
あ
る
自
家
培
養
口
腔
粘
膜

上
皮
（
開
発
コ
ー
ド
�
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
Ｔ
０
１
）に
つ
い
て
、
厚

生
労
働
省
に
製
造
販
売
承
認

を
申
請
し
た
と
発
表
し
た
。

Ｊ
�
Ｔ
Ｅ
Ｃ
は
大
阪
大
学
の

西
田
幸
二
教
授
が
開
発
し
た

技
術
を
導
入
す
る
と
と
も
に

西
田
教
授
の
グ
ル
ー
プ
が
実

施
し
た
医
師
主
導
治
験
を
引

き
継
ぎ
、
２
０
１
６
年
か
ら

企
業
治
験
を
行
っ
て
い
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
０
１
は
患
者

自
身
の
口
腔
粘
膜
組
織
を
採

取
し
、
分
離
し
た
細
胞
を
培

養
し
て
作
製
す
る
自
家
口
腔

粘
膜
上
皮
由
来
の
細
胞
シ
ー

ト
。
移
植
に
よ
っ
て
患
者
自

身
の
口
腔
粘
膜
上
皮
細
胞
を

生
着
・
増
殖
さ
せ
、
欠
損
し

た
角
膜
上
皮
を
再
建
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

角
膜
上
皮
幹
細
胞
疲
弊
症

で
両
眼
の
角
膜
が
広
範
囲
に

混
濁
し
視
機
能
が
著
し
く
低

下
し
た
患
者
に
対
す
る
新
た

な
治
療
法
に
な
る
と
期
待
が

か
か
る
。
販
売
は
眼
科
医
療

機
器
メ
ー
カ
ー
の
ニ
デ
ッ
ク

（
愛
知
県
蒲
郡
市
）
が
手
が

け
る
予
定
だ
。

シ
ン
バ
イ
オ
製
薬
は
、
抗

が
ん
剤
「
ト
レ
ア
キ
シ
ン
」

の
自
社
に
よ
る
国
内
販
売
体

制
構
築
の
た
め
、
現
在
販
売

委
託
し
て
い
る
エ
ー
ザ
イ
か

ら
の
承
継
作
業
を
開
始
し
た

と
発
表
し
た
。
す
で
に
全
国

に
医
薬
情
報
担
当
者
（
Ｍ
Ｒ
）

５１
人
を
配
置
。
今
後
は
よ
り

同
剤
に
特
化
し
、
地
域
ご
と

の
医
療
体
制
な
ど
に
合
わ
せ

た
企
画
立
案
で
き
る
専
門
員

を
４
人
程
度
配
置
す
る
。
エ

ー
ザ
イ
と
の
事
業
提
携
契
約

が
終
了
す
る
２
０
２
０
年
１２

月
９
日
ま
で
に
自
社
販
売
体

制
を
構
築
す
る
計
画
。
製
品

売
上
高
１
０
０
億
円
と
黒
字

化
の
達
成
を
目
指
す
。

ト
レ
ア
キ
シ
ン
は
慢
性
リ

ン
パ
性
白
血
病
な
ど
の
治
療

薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
抗
が

ん
剤
。
シ
ン
バ
イ
オ
は
従
来
、

ア
ス
テ
ラ
ス
・
ド
イ
ツ
か
ら

製
剤
を
輸
入
、
エ
ー
ザ
イ
に

販
売
を
委
託
し
て
き
た
。
昨

年
、
輸
入
し
た
製
剤
に
品
質

問
題
が
発
生
し
た
こ
と
な
ど

を
背
景
に
、
自
社
で
の
製
造
、

販
売
を
目
指
し
て
い
た
。

自
社
流
通
体
制
構
築
の
一

環
と
し
て
、
ス
ズ
ケ
ン
グ
ル

ー
プ
、
共
創
未
来
グ
ル
ー
プ

を
総
代
理
店
と
す
る
契
約
を

締
結
。
両
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
全
国
へ
の
流
通

を
図
る
。
ま
た
、
物
流
セ
ン

タ
ー
は
関
東
圏
、
関
西
圏
に

拠
点
を
置
く
。

大
鵬
薬
品
工
業
は
、
フ
ィ

ル
ム
状
ト
ロ
ー
チ
「
ピ
タ
ス

の
ど
ト
ロ
ー
チ
」
か
ら
新
し

い
フ
レ
ー
バ
ー
と
し
て
、
の

ど
飴
な
ど
で
定
番
の
オ
レ
ン

ジ
風
味
（
写
真
）
と
、
医
薬

部
外
品
で
は
珍
し
い
ラ
イ
チ

風
味
を
発
売
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
ピ
ー
チ
風
味
と
合
わ
せ

て
全
３
種
類
と
な
る
。
口
の

な
か
に
入
れ
る
と
薄
い
フ
ィ

ル
ム
が
上
あ
ご
に
貼
り
付
い

て
有
効
成
分
の
セ
チ
ル
ピ
リ

ジ
ニ
ウ
ム
塩
化
物
水
和
物
が

ゆ
っ
く
り
溶
け
出
し
、
炎
症

に
よ
る
喉
の
痛
み
や
は
れ
に

効
く
。
価
格
は
１２
個
入
り
で

税
別
５
０
０
円
。
会
話
に
支

障
を
来
さ
な
い
の
で
大
事
な

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
や
接
客
時

に
安
心
し
て
使
え
る
と
い

う
。

先先
端端
医医
療療

アア
スス
テテ
ララ
スス
堅堅
首首

細細胞胞治治療療薬薬

遺遺伝伝子子治治療療薬薬

研究開発から商用製造までシームレスな基盤
が整う（ＡＩＲＭ新施設）

他他家家のの量量産産品品
１１番番手手めめざざすす

米米企企業業をを買買収収
製造設備整う

ボストン・サイエンス 脳卒中ウェブセミナー

専
門
医
が
リ
ス
ク
・
予
防
法

解
説

（８）２０２０年（令和２年）９月１５日（火曜日）（第三種郵便物認可）
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